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●

Ｏ
Ｂ
会
長

仲

谷

廣
（
一
期
）

Ｏ
Ｂ
会
主
催
の
偲
ぶ
会
、
県
吹
連
主
催
の

メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、
追
悼
公
演
と
し

た
現
役
の
定
期
演
奏
会
も
終
わ
り
、
一
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
創
立
間
も
な
い
昭

和
四
二
年
か
ら
の
十
九
年
、
さ
ら
に
教
頭
職

の
三
年
間
、
母
校
を
離
れ
て
な
お
様
々
な
場

面
で
後
ろ
盾
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ
も

多
数
お
り
、
ま
さ
に
恩
師
の
中
の
恩
師
で
あ

る
。四

十
年
に
も
成
ら
ん
と
す
る
間
、
直
接
訓

導
を
受
け
て
い
な
い
私
の
一
番
の
思
い
出
と

す
れ
ば
、
や
は
り
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
の
結
成
の
こ

と
に
な
る
。
役
員
会
例
会
場
は
、
い
つ
も
先

生
の
ご
自
宅
書
斎
。
勝
手
に
上
が
り
込
ん
で

お
帰
り
を
待
っ
て
い
た
時
の
こ
と
。

当
時
、
県
文
化
課
学
芸
担
当
の
先
生
、
帰

宅
す
る
や
否
や
曰
く
「
Ｏ
Ｂ
純
血
の
社
会
人

バ
ン
ド
を
創
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
、
習
志
野

に
も
天
理
や
淀
工
に
だ
っ
て
無
い
。
う
ち
の

連
中
は
間
違
い
な
く
や
れ
る
し
、
随
分
市
内

へ
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
大
人
に
な
っ

て
ま
た
吹
か
せ
て
み
た
い
し
、
黙
っ
て
い
ら

せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
勿
論
コ
ン
ク
ー

ル
（
目
指
す
全
国
大
会
は
札
幌
）
に
も
出

る
ョ
。
棒
振
り
に
は
木
内
恒
（
十
四
期
）
や

高
崎
（
十
九
期
）
も
い
る
こ
と
だ
し
大
丈

夫
。」
と
い
う
こ
と
で
程
な
く
結
成
。
私
は

消
極
的
な
気
持
ち
。
と
い
う
の
は
、
Ｏ
Ｂ
会

の
集
ま
り
が
あ
っ
て
も
い
つ
も
出
席
率
が
良

く
な
い
の
が
心
配
の
種
で
し
た
か
ら
。
先
生

は
ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル
の
運
営
も
落
ち

着
き
、
役
所
勤
め
も
慣
れ
て
き
た
し
練
習
時

間
を
作
れ
る
と
の
由
。
役
員
一
同
も
然
ら
ば

と
動
き
、
と
に
か
く
バ
ン
ド
が
誕
生
し
た
。

何
と
、
出
来
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
楽
団
が
青
森

の
東
北
大
会
を
ク
リ
ヤ
ー
、
札
幌
大
会
へ
は

フ
ラ
イ
ト
旅
行
。
先
生
は
仕
事
で
や
り
繰
り

つ
か
ず
残
念
な
日
程
で
し
た
が
、
青
森
大
会

へ
は
私
の
車
で
ド
ラ
イ
ブ
。

車
中
で
の
よ
も
や
ま
話
の
後
「
こ
こ
を
こ

う
や
れ
ば
イ
イ
と
こ
ろ
ま
で
行
け
る
。
連
中

も
練
習
に
も
う
少
し
集
ま
れ
ば
い
い
が
。
し

か
し
、
ヒ
ョ
ッ
と
し
た
ら
札
幌
に
行
け
る
や

も
。
ナ
ニ
セ
本
番
に
は
す
こ
ぶ
る
強
い
連
中

だ
か
ら
。」
基
本
を
キ
ッ
チ
リ
仕
込
ま
れ
た

い
わ
ば
金
賞
軍
団
を
引
き
連
れ
、
戦
力
分
析

さ
れ
て
い
る
心
の
楽
屋
裏
を
垣
間
見
た
よ
う

な
気
分
で
し
た
が
、「
遠
征
費
等
で
迷
惑
を

か
け
る
し
悪
イ
ナ
ァ
」
と
演
奏
前
か
ら
そ
の

先
々
を
案
じ
な
が
ら
明
る
く
語
ら
れ
て
い

た
。
か
の
バ
ン
ド
の
全
国
大
会
は
あ
れ
っ
き

り
、
先
生
が
北
海
道
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
下
さ
っ
た
、
と
今
で
も
勝
手
に
思
っ
て
い

る
。先

生
の
教
え
は
、「
先
ず
、
立
派
な
南
高

校
の
生
徒
で
あ
れ
」
そ
し
て
「
謙
虚
で
あ

れ
」
が
基
本
で
あ
っ
た
。
現
在
も
「
謙
虚
・

向
上
・
そ
し
て
感
謝
と
思
い
や
り
」
の
心
を

現
役
へ
、
愛
弟
子
の
阿
部
智
博
先
生
（
二
二

期
）
が
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
お
り
、
Ｏ

Ｂ
会
一
同
も
さ
ら
な
る
支
援
を
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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紘

一

先

生

の

想

い

出

●

小

林

久
仁
郎

紘
一
先
生
の
お
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、

い
つ
で
も
に
こ
や
か
な
笑
顔
が
甦
っ
て
き
ま

す
。
不
思
議
に
し
か
ら
れ
た
と
い
う
記
憶
が

あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
の
仕
事
上
の
こ
と
で
何

か
苦
情
め
い
た
内
容
の
話
し
に
な
っ
て
も
、

「
頼
む
、
な
ん
と
か
や
っ
て
け
れ
」
と
い
う

雰
囲
気
で
、
不
快
な
思
い
を
さ
せ
ら
れ
た
と

い
う
感
じ
が
し
な
い
の
で
す
。
余
人
の
及
ば

な
い
実
績
を
残
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

威
張
る
と
か
、
高
圧
的
と
か
い
う
言
葉
が
、

ま
っ
た
く
そ
ぐ
わ
な
い
方
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
人
徳
の
な
せ
る
業
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
が
、
凡
人
に
は
と
て
も
ま
ね
の
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

花
輪
高
校
在
職
中
に
、
県
の
吹
奏
楽
連
盟

の
理
事
会
に
何
度
も
出
席
し
ま
し
た
が
、
そ

の
際
に
、
県
の
理
事
長
と
し
て
の
立
場
で
紘

一
先
生
が
発
言
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
と
、
県
北
・
中
央
・
県
南
の
三
地
区
こ
も

ご
も
の
わ
が
ま
ま
に
対
し
て
、
地
区
の
独
自

性
を
尊
重
し
つ
つ
、
実
に
穏
当
か
つ
適
切
な

内
容
の
助
言
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
周
囲
に
対
す
る
至
公
至

平
の
態
度
と
暖
か
い
配
慮
が
示
さ
れ
る
の

は
、
紘
一
先
生
の
大
き
な
人
間
的
魅
力
で
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
先
生
の
指
導

の
下
で
は
、
間
違
っ
た
方
向
へ
行
く
こ
と
は

な
い
、
と
い
う
安
心
感
が
得
ら
れ
た
の
で

す
。大

規
模
な
法
人
作
品
を
数
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
紘
一
先
生
で
す
が
、
南
高
を
離
れ
て

か
ら
、
よ
く
「
き
れ
い
な
小
品
を
や
り
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
私
も
そ
の
頃
の
先
生
に
近
い
年

齢
に
な
り
、
お
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
よ
う

な
気
が
い
た
し
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
も
、

も
っ
と
も
っ
と
振
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た

と
思
い
ま
す
し
、
私
ど
も
の
精
神
的
支
柱
と

し
て
長
く
御
指
導
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
い

う
想
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
と

い
え
ば
、
追
悼
演
奏
会
で
の
演
奏
は
、
改
め

て
南
高
の
底
力
を
み
る
思
い
で
し
た
。
紘
一

先
生
へ
の
、
何
よ
り
の
ご
供
養
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
合
掌
。

紘
一
先
生
と
秋
田
南
高
校
と
私

●

阿

部

智

博

先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
日
、
私
は

全
国
大
会
が
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
た
め
練

習
場
を
手
配
す
る
目
的
で
名
古
屋
に
居
り
ま

し
た
。
早
朝
、
桂
子
先
生
か
ら
の
お
電
話
で

そ
の
事
実
を
伺
い
、
全
身
か
ら
力
が
抜
け
目

の
前
が
真
っ
白
に
な
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
県
吹
連
会
長
と
し
て
残
念
な

が
ら
県
大
会
で
お
姿
を
拝
見
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
秋
田
に
戻
っ
た
ら
お
見
舞
い
に
伺
お

う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
で
、
本
当
に
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
が
入
退
院
を
繰

り
返
さ
れ
病
気
と
闘
っ
て
い
た
こ
と
は
、
周

り
を
気
遣
っ
て
、
ま
た
ご
自
身
の
ダ
ン
デ
ィ

ズ
ム
を
貫
か
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
人
に
は
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
病
院
や
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
た
際

に
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
い
つ
も
南
高
や
私
の
こ
と
、
そ
し

て
県
吹
連
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
だ
さ

り
、「
お
う
ト
モ
ヒ
ロ
、
バ
ン
ド
の
方
ど
う

だ
」
と
か
「
今
年
何
や
る
こ
と
に
し
た
」、

「
連
盟
行
事
の
準
備
、
大
丈
夫
だ
べ
」
な

ど
、
ご
自
身
の
心
配
よ
り
秋
田
の
吹
奏
楽
発

展
に
つ
い
て
常
に
お
考
え
い
た
だ
い
て
い
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
少
し
で
も
先
生
に
ご
心

配
を
お
掛
け
し
な
い
よ
う
に
と
、
必
死
に
が

ん
ば
っ
た
も
の
で
し
た
。
先
生
と
の
思
い
出

は
、
こ
こ
で
書
き
尽
く
せ
る
よ
う
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
私
が
今
こ
う
し
て
高

校
の
教
員
と
し
て
音
楽
や
吹
奏
楽
、
そ
し
て

生
徒
達
と
接
し
て
い
る
の
は
、
中
学
生
の
と

き
南
高
の
バ
ン
ド
に
憧
れ
、
幸
い
そ
の
一
員

と
な
っ
て
先
生
と
出
会
い
、
ど
う
し
て
も
先

生
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
先
生
の

「
ト
モ
ヒ
ロ
、
先
生
に
な
れ
。」
と
い
う
後

押
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
事
実
で
、
大
学
時
代
か
ら
ず
っ
と
、
本

校
に
赴
任
し
て
か
ら
も
、
機
会
あ
る
ご
と
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
先
生
は
「
恩
師
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く

「
第
二
の
父
」
と
し
て
常
に
心
の
拠
所
で
あ

り
、
物
心
共
に
支
え
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
新
校
舎
の
音
楽
室
は
、
先
生
が
教
頭

と
し
て
勤
務
し
た
際
に
設
計
に
携
わ
ら
れ
た

も
の
で
す
が
、
現
在
そ
こ
に
は
先
生
の
ご
遺

影
が
常
に
飾
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
毎
日
、
先

生
に
見
守
ら
れ
、
ま
た
時
に
は
「
お
い
ト
モ

ヒ
ロ
、
ち
ゃ
ん
と
や
れ
！
」
と
気
合
を
か
け

て
頂
き
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。
先
生
の

人
と
業
績
は
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
て
及
び
も

し
な
い
の
で
す
が
、
百
名
を
超
す
部
員
と
共

に
先
生
の
「
教
え
」
を
学
び
続
け
、
伝
え
続

け
、
こ
れ
か
ら
も
伝
統
に
胡
坐
を
か
く
こ
と

な
く
挑
戦
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
先
生
が
唯
一
コ
ン
ク
ー
ル

で
二
回
取
り
上
げ
た
三
善
晃
先
生
の
「
交
響

三
章
」
を
自
由
曲
に
選
び
ま
し
た
。
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「「紘紘一一先先生生へへ贈贈るる言言葉葉」」

６期 宮腰 智也 trb ・心から感謝、感謝。有難うございました。ご冥福をお祈りいたします。
６期 藤井 利孝 perc ・天国からいつまでも叱咤激励してくださいね。
６期 平間 恭子 cl ・先生の情熱的な大きなひとみが今も心に残っています。安らかにお眠りください
９期 赤川 司 tuba ・吹奏楽をやりたいと秋田南高を選んだことで紘一先生と出逢えました。自分の人生の青春時

代を吹奏楽で喜びを満たしてくれた恩人です。どうか安らかに
９期 澤井 康孝 hrn ・時間が経つにつれ紘一年生から指導いただいた一言一言が実感されます。謙虚に、そして真

摯に物事に取り組む姿勢、生き方を大事にしていきます
１０期 松� 祐孝 hrn ・突然の訃報にただ驚くばかりでした。心よりご冥福をお祈りする心境です。三年間ご指導有

難うございました
１０期 加藤志穂子 cl ・卒業後ほとんど会えないままになっていました。とても残念です。どうか安らかに
１１期 三平香保里 fg ・天国にいかれても世界中の音楽家たち（チャイコフスキー、ワーグナー、ストラヴィスキー

……）とすばらしいメロディを奏でてください♪
１２期 西 聡 trb ・県民会館に集まったたくさんの出演者、聴衆、改めて紘一先生の存在の大きさ、失ったもの

の大きさを感じました。皆で音楽を創り上げていく喜び、素晴らしさ、つらさ、楽しさを味
わうことのできた３年間でした。私の財産です。有難うございました。

１４期 山崎 弘光 trb ・ここ数年、秋田には帰るのですがほとんどが日帰りばかりで、情報にうとくなっており、紘
一先生の喪報は寝耳に水でした。去年の演奏会にのるつもりで楽器再開しましたが間に合い
ませんでした。

１４期 木村三香子 B.cla ・「秋田南高校の吹奏楽部でした」誇りをもってこの言葉を口にできる高校生活を送らせてい
ただきました。紘一先生に感謝しています。早すぎる旅立ちですが、今は安らかにお休みく
ださい。

１５期 小原 知子 cl ・３年生の少ない期、とりわけクラの３年生は１人だったので、先生はとても近くで指導して
くださいました。本当に幸せな時期に吹奏楽を経験しました。なんの恩返しもしないうちに
……、残念です。

１５期 菅原美樹雄 hrn ・先生からご指導いただいた３年間がいかに自分にとって大きな、重い時間であったかという
ことを実感しております。力いっぱい生きていきます。有難うございました。

１６期 佐藤かおる cl ・今も先生は天国でタクトを振っているのでしょうか？天国からみんなの為にあたたかい曲を
届けてください

１６期 藤田 大政 sax ・卒業してからすぐ秋田を離れた自分にとっては紘一先生がお亡くなりになったという実感が
まるでありません。永遠に私の心でいきつづけることでしょう

１７期 高橋 正幸 hrn ・楽器歴３０年を越えました。紘一先生のご指導から得たものは大きかったと実感しておりま
す。ご冥福をお祈りいたします。

１７期 村木 綱子 stb ・高校生だった３年間はたくさんの時間を先生と一緒に過ごしました。「謙虚であれ」という先
生の言葉は私の生き方のテーマになっています。

１７期 小助川聖子 fl ・紘一先生、本当に有難うございました。先生のお蔭で５年連続金賞の喜びを味わうことがで
きました。先生の素晴らしい指揮の下に達成できたことです。安らかにお休みください。

１７期 角田 雅子 cl ・紘一先生と過ごすことのできた高校の３年間は私にとって大きな宝物です。本当に有難うご
ざいました。これからも吹きつづけたいと思います。どうぞ見守ってください

１９期 安藤久美子 fl ・先生のご指導のもと、仲間と音楽を創り上げていく喜びを知り、充実した高校生活を送るこ
とができました。有難うございました。

２０期 中田 正人 fg ・紘一先生の無言の存在をオーケストラ活動や娘（４歳）につないでいきたい
２１期 照井由紀子 cl ・先生と一緒に夢見ることができて本当に幸せでした。ご冥福をお祈り申し上げます
２１期 柿崎 明子 cl ・これからも大好きな吹奏楽をきいて楽器を吹いて時々紘一先生や友達との楽しかった南高時

代を思い出して・・・。いつも音楽を近くにおいて生きていきます。南高吹奏楽部の卒業生
で本当によかったです。

２２期 齋藤 聡美 fl ・憧れの南高校の吹奏楽部の練習は本当に大変で、辛くて苦しくて何度もやめようと思いまし
た。そんな私を３年間励まし続けてくださいました。お陰で卒業して２０年たった今でも現役
のプレーヤーとして大好きなフルートを吹いています。この感謝の気持ちを次世代を担う我
が子たちにも教えてゆきたいです。

２２期 山本美智代 cl ・先生が指揮棒を構えた瞬間、自分にスイッチが入る感覚が大好きでした。
２２期 山根 正明 perc ・泉中に指導されにいらっしゃったときティンパニなかなかいいよと言われて南高に入りまし

た。３年間いつも注意され続けましたが今ではとてもよい思い出です。
２２期 小池 哲朗 trb ・一時期中断していましたが、社会人になっても楽器を吹きつづけています。吹奏楽を通して

多くの人たちと親交を深めることができ、それが私の財産のひとつになっています。きっか
けは南高吹奏楽での活動です。紘一先生に感謝

２３期 中西 理 perc ・あらためて先生の偉大さと直接指導いただけた幸運を感じています。
２４期 佐々木 渉 trb ・先生から教えていただいたことと同じことを生徒に伝えようとしている自分がいることに気

づくことがあります。これからも力を貸してください。
２５期 白鳥 明子 perc ・今までお疲れ様でした。天国でもタクトを振っていることと思います。安らかにお休みくだ

さい。
２６期 赤間美佳子 fg ・ＯＢバンドで少しの間ですが紘一先生の指揮で演奏できたことを嬉しく思っております。ご

冥福をお祈り申し上げます。
２８期 田中 佳子 fl ・シンフォニックで指揮していただくのをずっと待っていたのに悲しくて淋しくて残念でたま

りません。どうかゆっくり休んでください
２９期 加藤かおり sax ・紘一先生には卒業してシンフォニックで指導していただき本当に有難く思っています。わず

かな期間でしたが先生にいろんな事を学んだと思います。本当に有難うございました。
３４期 佐藤 美雪 cl ・紘一先生に言っていただいた言葉を胸に刻んで演奏していきたいと思います
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３８期 米屋 咲子 tp ・紘一先生からはいつも「音楽って楽しい」という気持ちが伝わってきました。演奏の楽しさ
をいっぱい教えていただきました。紘一先生、有難うございました。

３９期 佐藤冨美男 trb ・コンクールの夏合宿中に何度か合奏をしていただいた時に、短い時間でもたくさんのことを
学んだような記憶があります。長い間お疲れ様でした。自分はこれからも音楽に携わってい
きたいと思います。

３９期 樋口 由香 hrn ・コンクールシーズンには必ず顔を出してくださった紘一先生。本当に有難うございました。
音楽を通していろいろなことを学ばせていただきました。

４０期 武内 美幸 cl ・直接のかかわりは少なかったものの、紘一先生からは音楽の素晴らしさを教えていただいた
と思います。有難うございました。

１３期一同弔電 ・「秋田県立秋田南高等学校。金賞！」の瞬間、神奈川県民ホールいっぱいに響く歓声。今で
も鮮やかに思い浮かべられるその風景。秋田南高校吹奏楽部が全国で始めて金賞を受賞した
昭和５１年１１月７日のことです。
あれから２９年の時が流れ、妥協を許さなかった紘一先生の日々のご指導は、大きく確かな喜
びの道へと導いてくださるものであったことをしみじみ感じております。十代後半に、あれ
ほどのうれしさを感じられる幸せを紘一先生は私たちに与えてくださったのです。
先生お疲れ様でした。一休みされましたらいつ日かまた「ペトリューシュカ」を指揮してく
ださいね。たくさんのたくさんのありがとうの思いを込めてさようなら。
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